
                                    

資料２ 

 

第 8回 厚田区地域協議会 委員意見まとめ  

 

意見を大枠でまとめたもの 

【会議ついて】 

・会議の場では緊張して中々意見が言いづらい。 

・自ら情報収集をしていない、イベント参加にしてない、企画していないと考え意見を出 

しづらい。 

・日頃から常に思いついた発想をメモ・整理して会議での発言に繋げたい。 

・会議の場は情報収集になるし、近所の人に伝えることもできると思う。 

・第８期の取り組みを継承しつつ第９期に新たに追加するのが良いのではないか。 

・“僕の、私の理想の厚田”を皆で考えてみてはどうか。 

・せっかく会議に集まっているので、より良い会議にしていきたい。 

 

【厚田の生活環境について】 

・通行止めにもなるなど、厚田の冬は環境として厳しいという感覚がある。 

・厚田は都会に比べて環境が良いし安心できると思うので、地元の良いところを多くの 

方々へ伝え広めることが必要。 

 

【情報発信について】 

・地域目線と遊びに来る人の目線で考えては。必要とする情報がそれぞれで違うのでは。    

・美味しい食べ物が揃っている。どこで買える、どう食べるのマーケティング不足を感じ 

る。 

・地域外のリピーターを得るためのファーストタッチが不足では？（重要）。 

・外向けの情報が多いと感じる。区内への情報発信にも力を入れるべき。 

 

【移住・定住について】 

・移住 5 年目だが仲間が欲しい。 

・外から見た時に“楽しそう”と感じてもらえる農場を心掛けている。 

・子供の数が少ないので今後不安だし、外から移住してもらわないと数も増えない。 

・厚田の楽しいこと、生活を知ってもらうため、宿泊の受け入れや SNS で情報発信もして 

いるが同じ気持ちを持った人が厚田にもいると思うので互いに広めることが出来れば。 

 



                                    

【子どもに関すること】 

・地域間で子供の交流ができる機会、仕組みを作れないか。 

・子供を増やすために、（家族が）住む「住宅」や「仕事」も必要と思うので、何かきっか 

けづくりになる取り組みができればと思う。 

・子供の遊び場・居場所が少ないと思うので、増やせればと思う。 

・子供が少なく、厚田学園のためにも増やす取り組みが必要だと思っている。 

 

【集落支援員について】 

・集落支援員に期待する。見守り、応援していきたい。 

・集落支援員制度に期待する。支え合いのまち「カンパニー構想」の実現につながる。 

・住民アンケートの結果から更に取り組みを絞り込み、住み良いまちづくりになれば。 

 

【その他】 

・春夏秋はイベントが充実している。冬にイベントがあればよい。 

・商店街が寂しい。高齢化もあって復活が難しい。 

・高齢者の足・交通が課題であり解決に向け動くべき。 


